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令和４年１０月２０日 

 

R４全国市議会議長会研究フォーラム参加報告 

 

 報告者 武藤政義 

 

【開催日】令和４年１０月１９日（水）、２０日(木) 

【会 場】長野市ホクト文化ホール 

【参加者】石川義郎、山崎貴裕、小林貢、小澤芳輝、佐藤弘治、幡垣正生、武藤政義、 

清水義朋、串田金八（議席番号順） 

【概 要】 

国においては、デジタル技術を活用して地方を活性化し、持続可能な経済社会を目指す

「デジタル田園都市国家構想」を打ち出しています。また、内閣総理大臣の諮問機関であ

る第 33次地方制度調査会においても、社会全体におけるデジタル・トランスフォーメーシ

ョンの進展及び新型コロナウイルス感染症対応で直面した課題等を踏まえた地方制度のあ

り方について、調査審議が進められています。このような中、地方議会のデジタル化も着

実に進んでおり、各市区議会では、資料の電子化・ペーパーレス化など業務の効率化に取

り組むとともに、議会活動そのものをオンラインで実施する動きが広がっています。 

地方議会には、経済社会の急速な構造変化を背景に、多様化する民意の集約と市政への

反映が期待されておりますが、デジタル技術の活用により議会と住民との間で新たなコミ

ュニケーションの可能性が広がります。 

今回のフォーラムでは、「デジタルが開く地方議会の未来」をテーマとし、地方議会の

デジタル化の意義と課題や、現場の取組などについて議論していくとのことなので、各方

面からお招きする講師の方々をはじめ皆様方から活発なご意見を聴き、山積する課題解決

の一助となることを期待します。 

 

【基調講演】 

「コロナ後の地域経済」 

冨山和彦 

株式会社経営共創基盤(IGPI)グループ会⾧ 

株式会社日本共創プラットフォーム(JPiX)代表取締役社⾧他 
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講師の富山氏はバス会社を経営している立場から日本経済を見ており、その視点で感じ

たことをお話ししてくださいました。 

日本の経済は 1970年代から成長していない。特に東京の経済が成長していないというこ

とであった。出生率は最下位で、人口は増えているものの、GDPは下がっている。諸外国

と比較すると給料が安いという現実の中、選ばなければ仕事はいくらでもある。なのに、

人手不足の状態が続いているのも大きな問題である。こういった状況を打破していくには

DXの推進が大きな鍵となってくる。バスの業界においても多くの事例があり、今回の講演

では様々な事例を紹介してくださいました。 

 

【パネルディスカッション】 

「選ばれる」まちづくりに向けた都市自治体のアプローチ 

コーディネーター：人羅格 毎日新聞社 

パネリスト 

岩﨑尚子  早稲田大学電子政府・自治体研究所教授 

牧原出   東京大学先端科学技術研究センター教授 

湯浅墾道  明治大学公共政策大学院ガバナンス研究科教授 

寺沢さゆり 長野市議会議長 

デジタル化については民間の方が進んでいて、議会はかなり遅れている。オンラインで

の合意形成については特に問題点が指摘されることはない。こういった背景の中、オンラ

インでの会議には様々なメリットがあるので、どんどんデジタル化を進めていくべきとい

う視点で討議されました。寺沢長野市議会議長からは、採決システムの導入や常任委員会

のインターネット中継など、長野市議会の取組みが紹介されました。 

 

【課題討議】 

コーディネーター：谷口尚子  

慶応義塾大学大学院システムデザインマネジメント研究科教授 

事例報告者 

金沢克仁 取手市議会議長 

 主な取組みとして、公式な会議を含めてオンラインの会議を５０回以上開催している。

その他にもオンラインでできる事前説明や視察なども積極的に取り入れ、ペーパーレスは

年間１８万枚の減で、職員の時間外労働も大幅に減らすことができたとのこと。 
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板津博之 可児市議会議長 

 コロナ禍における議会報告会を行った。また、議会グループウェアを導入することで、

あらゆる場面でコミュニケーションを図ることができ、市民との意見交換も新たな形で行

えるようになった。 

林晴信 西脇市議会議長 

 オンラインで市民の議会を見てもらうことの取組みを行っている。オンライン視察、オ

ンライン議会と語ろう会、オンライン予算広聴会など。 

 

【所感】 

 基調講演の中で冨山氏は、「デジタル化を進めることで経済は必ず良くなる」と言って

いたし、林西脇市議会議長は、「人々の生活をより良いものへと変革することこそ、住民

の福祉の増進、つまり、自治体の大きな目的なのである」と言っていました。今、世の中

のあらゆる場面でデジタル化が進んでおり、それと同時にデジタルデバイドと言われる、

デジタル化を拒否している人もいます。難しいことにチャレンジしていくことは大変な労

力を必要とするので、できることから少しずつ挑戦していき、みんなで力を合わせて議会

のデジタル化を進めていかなければならないと、あらためて実感しました。 

 

  


